
 

 

図 地域包括ケアシステムのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住まい 

医療 介護 

生活支援 介護予防 

 

在宅医療・介護連携の推進 

 

認知症施策の推進・強化 

生活支援サービスの充実 

 

介護保険サービスの質の向上 

 

介護予防・生活支援サービス事業の実施 

高齢者 

地域包括支援センター 

 

地域ケア会議の実施 

 

地域包括支援センターの 
機能強化 

老人クラブ・自治会・ボランティア・ＮＰＯ 等 

○介護サービス事業者、ＮＰＯや民間企業、住民ボ

ランティア等による地域のニーズに合った多様な

生活支援サービスの提供 など 

 

○連携のための課題の抽出や解決策を検討するための会議の開催 

○関係職種が相互に理解するための研修会の実施 

○地域における医療・介護等の事業所を把握し、医療・介護関係者と情報を共有 

○在宅医療に関する地域住民への普及啓発 など 

 

○生活支援コーディネーター

の配置  

○ささえあい協議会（第２層協

議体）の増設 

○訪問型や通所型のサービス、

配食などの生活支援サービ

スのコーディネート など 

 

日常生活圏域 

○認知症への理解を深めるための普及

啓発 

○認知症の早期発見・早期対応 

○認知症の人の介護者の負担軽減 

 など 

 

○制度の普及啓発 

○在宅系サービスと施設・居住系サービス

とのバランスの取れた基盤整備 

○介護給付の適正化 

○自立支援・重度化防止の推進 など 

○介護サービス事業者に対する指導監督 

○介護従事者の人材育成 など 

 通院・入院 
通所・入所 

参加・利用 

○医療と介護、地域とのネットワー

クの構築・深化 

○地域における課題の発見や、課題

解決への取組の実践 

○自立支援マネジメント会議の実施 

 など 

 

○新たな施策への対応 

○総合相談窓口としての職員の資質向上

を始めとした体制の強化 

○成年後見支援センターとの協働など、高

齢者の権利擁護の推進 など 

 

 

一般介護予防事業の実施 

○身近な場所での介護予防の普及啓

発・活動支援 

○閉じこもりなどの何らかの支援を

必要とする人の把握・支援 

○地区組織の育成支援とボランティ

アに対する研修会の開催 など 

 

連携 

介護保険制度の円滑な運営 

の推進 



高齢者福祉計画及び 

介護保険事業計画策定委員会 

第１回（R5.5.25） 資料４-１ 

 

 

４ 計画の体系 

５つの基本目標のもと、以下の体系で施策を展開していきます。 
 

基本理念 基本目標 施策  

 

住
み
慣
れ
た
地
域
で
支
え
あ
い 
年
輪
を
か
さ
ね
る
ま
ち 

加
古
川 

  

（１）地域社会への積極的な
参加促進 

（２）介護予防や健康づくり
への支援 

１．高齢者が自分らしく 

暮らせる地域づくり 

（自助） 

（１）高齢者の見守り体制の
構築 

 
（２）生活支援サービスの 

充実 
 

２．高齢者を互いに支えあう 

地域づくり 

（互助） 

 

（２）認知症施策の推進・強化 

（３）地域での多様な活動 
機会の提供 

 

（４）高齢者が安心して生活 
できる居住環境の整備 

 
 （５）高齢者が安全に暮らせ

る体制の推進 

（６）高齢者の権利を守る取
組の推進 

（１）本人や家族の知識向上・技
能習得のための支援の充実 

 

５．高齢者の明日を支える 

人づくり 

（人づくり） 

 
（２）ボランティア・ＮＰＯ

などへの支援 

（３）介護や相談業務に携わ
る人への支援の充実 

 

３．介護保険事業の円滑な 

管理運営 

（共助） 
（２）介護サービスの適正な 

実施 
 

４．高齢者が安心して暮ら 

せるしくみづくり    

（公助） 

 

（１）介護サービス基盤等の
整備 

 

（１）地域包括ケア体制の深
化・推進、連携の強化 

 
（３）介護者への支援の充実 


